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東京アカデミッシェカペレ

東京アカデミッシェカペレは、団長に合唱指揮者として活躍している阿部純氏、副団長に作曲家
・キーボード

奏者である鈴木隆太氏をはじめとして、数多 くの優秀 なプロの指導陣を仰ぐアマチュアとしては数少な
い

オーケストラと合唱団の共存する団体である。社会人を中心に学生、主婦など10代 ～ 60代 と幅広い年齢層

からなるメンバーは「ライフサイクルを通した音楽活動 Jを テーマに、春秋年 2回 の演奏会を行っている。

1990年 2月の第 1回 演奏会以来、ゲルハルト・ボッセ、飯守泰次郎、小林研一郎、井上道義各氏をはじめとする

さまざまな指揮者・ソリストとの共演を重ね、貴重な音楽経験を積んできている。

これらの演奏活動は「常任指揮者を置かず、毎 回指揮者の意向を取 り入れた独倉U的 なプログラムを組む

ことにより、斬新で水準の高い演奏を目指す」という当団の方針によるものである。今後もオーケストラと合唱が

共存する事 によるあらゆる可能性を求め、独 自の活動、運営を目指して行きたいと考えている。

小林 研一郎 (指揮)

東京藝術大学作曲科、指揮科の両科を卒業。1974年 第 1回 ブダペスト国際指揮者

コンクール第1位、特別賞を受賞。数多くの音楽祭に出演の他、国内外の多くのオーケストラ

のポジションを歴任。ハンガリー政府よリリスト記念勲章、ハンガリー文化勲章、星付中十字

勲章 (民間人としては最高の勲章 )、 2010年にはハンガリー文化大使の称号を授与される。

現在、アーネム・フィル常任指揮者、ハンガリー国立フィル、日本フイル、名古屋フイル桂冠

指揮者、九響の首席客演、東京藝術大学名誉教授、東京音楽大学客員教授。

ォクタヴィアレコード、ポニーキャニオンの両社から数多くのCDが発売されている他、著書

にエツセイ集「指揮者の ひとりごと」。また、日蘭交流400周年記念に委嘱され「パッサカリア」

を作曲。アムステルダムにて初演され、満員の聴衆の熱狂的スタンデイング・オベーシヨンで

迎えられた。

2002年「プラハの春音楽祭」オープニングコンサートに、東洋人として初めてチェコ・フイルを指揮して登場、

2004年 11月 にはチェコ・フイル日本公演、2005年 6月 にはマリンスキー・ヤング・フイル、2006年 5月 には日本フイルの

ヨーロッパ公演 (創 立 50周 年記念 )や 6月 のハンガリー国立フィルを率いて日本公演、2007年 および2009年 には

アーネム・フィルを率いての日本公演を指揮し好評を博した。国内外のオーケストラ
ヘの客演も数多く、現在最も

活躍し注目されている指揮者である。

★託児サービスのご案内 専門のベビーシッターによる託児サービスを行います。

御希望の方は直接下記宛て、お申し込み・お問い合わせ下さい。

イベント託児
°
マザLズ Tel:0120-788-222(平 日10:00～ 12:00、 13:00～ 17:00)

託児サービスについては、財団法人こども未来財団の「コンサート講演会等託児室支援事業Jへの助成申請を予定していまt財団からの助成が決定した場合、託児料は無料になりま視

合唱団員募集

全パート(特に男声)募集。50歳 以下で合唱経験のある方。

練習日程・会場、費用等の詳細はお問い合わせ下さい。

E¨ Ma‖ :kape‖ e¨ chor@n ifty.com

Te!:090¨ 4001¨ 6084 Fax:046-261… 1547

第42回演奏会

日時 :2011年 12月 4日 (日 )

会場 :すみだトリフォニーホール

指揮 :外山 雄三

曲目 :Sプロコフィエフ/交響曲第5番、
カンタータ「アレクサンドル・ネフスキーJ

Pholo by Satosh M tsuda

次回演奏会案内


